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研究報告 令和６年度 建築分野 No.7 
 

越後大工・小黒杢右衛門が造営した建物の軒まわり構法 

―船枻造の仏堂に着目して 

The structure around eaves on the buildings built by the Oguro Mokuemon family, master carpenters 
in Echigo; Focusing on the temple buildings with the “Segai” bracket structure 
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（ 研 究 計 画 な い し 研 究 手 法 の 概 略 ）                                   

背 景  日本建築史において、 船枻
せ が い

造は一般に民家の構法として紹介されている。船枻

造とは側柱や横架材から腕木を出し、腕木間に軒小天井を張り、腕木鼻の出桁で軒を支持す

る軒の形式である（図 1）。筆者は、越後大工・五代小黒杢右衛門（安政 3 年（1856）87 歳

没）が造営した仏堂の軒まわりに、船枻造やそれに類する構法を確認した（図 2）。そして、

これが化粧（意匠）と構造の両面で用いられたことを、構造材と化粧材の構法的な扱われ方

から明らかにした（目黒ほか 2 名 2023）。民家以外の船枻造に着目したこの研究は五代が対

象で、歴代の小黒杢右衛門が造営した建物や、周辺の類例建物は未調査で課題であった。な

お、一般に仏堂の軒は、垂木が繁く並ぶ繁垂木である（図 3）。これまで船枻造の仏堂に着目

した報告は、各地の近世社寺建築緊急調査の報告書での略説など、ごく一部に限られていた。 

目 的  そのような状況を受け、本研究は、歴代の小黒杢右衛門が造営した建物の軒まわ

り構法を、現地調査や資料調査から明らかにすることを目的とする。船枻造の仏堂は五代固

有の特徴なのか、それとも一族の中で継承された構法なのかを検討する。  
対 象  歴代の小黒杢右衛門が造営した建物を対象とする。その際、民家などの建物類型

に拘泥しない。対象とする建物の抽出にあたっては、小黒家現当主宅に伝来する小黒杢右衛

門関係史料群・『小黒家文書』を用いる。現存する建物の調査を基本とするが、文献史料や古

写真などからも船枻造を把握できる場合があり、滅失した建物についても各種の資料を参照

する。なお、五代については既に拙稿で報告済みのため（目黒ほか 2 名 2023）、五代以外を

対象とする。  
方 法  まず、『小黒家文書』の調査・整理を行い、目録を作成する。次に、その中から造

営に関する記載があるとみられる史料を釈読し、小黒杢右衛門が造営した建物を抽出する。

そして、抽出した建物について踏査を行い、存否を確認する。さらに、現存する建物につい

ては現地調査を、滅失した建物については資料調査を行い、各建物の軒まわり構法を確認・

検討する。なお、本稿では腕木が斜めのいわゆる「登り船枻造」などの船枻造に類する構法

も含め、〈船枻造〉と表記する。  
 

   

図 1 船枻造の民家 (旧笹川家住宅 ) 図 2 船枻造の仏堂 (吉祥寺本堂 )  図 3 繁垂木の仏堂 (東龍寺本堂 ) 
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（ 実 験 調 査 に よ っ て 得 ら れ た 新 し い 知 見 ）                                         

1. 『小黒家文書』の全体像が判明  
『小黒家文書』の調査・整理により、目録を作成した（表 1）。それによって、史料群の全

体像が判明した。史料は計 101 点（枝番号を含めると計 117 点）で、うち図面 6 点（断簡 1

表 1 『小黒家文書』目録  



点）、絵画・書画 14 点が含まれる（表 1）。一部に近代以降の史料もあるが、大半が近世のも

のである。藩の造営に関するものや小黒家の由緒書が多く残る。特に、同家が造営した建物

を把握することがでる史料として、「小黒杢右衛門旧記帳」（No.7）と「小黒杢右衛門先祖由

来之事」（No.1）などを見出した。『小黒家文書』には、このほか村松藩が保護していた住吉

神社、日枝神社、村松陣屋の造営と、それによって得られた特権に関する史料を確認できる。

これらは、小黒家が藩から優遇を受ける契機となった造営に関して、記録を残すことで特権

を保証できるようにし、子孫に継承させることを意図したとみられる。同様に、藩との関係

を示すものとして、御用金の上納や献金に関する史料がある。近世後期の村松藩は財政難の

ため、町人に対して頻繁に御用金の上納を命じるようになり、小黒家も例外ではなかった。

史料には、献金の証明となるもの（No.66・67・70）、献金に対する褒美を伝えるもの（No.59・
76）を確認できた。こういった史料から、藩との関係を重視していたことが窺える。  

他の史料としては、釿始めなどの建築儀礼に関わる史料（No.4）や、家相について記され

た史料（No.80）など、大工家ならではの史料はもちろん、酢と醤油の製造方法が記された

史料（No.17・28）も存在する。小黒家はこれらの史料をもとに自邸の敷地内で製造してお

り、小黒家住宅の指図にも「酢揚蔵」と「糀室」の存在を確認できる（No.82・83）。また、

人形の塗り方に関する史料もみられる（No.14・16）。これは、住吉神社の祭礼で奉納される

高砂人形に関係している。初代は、祭礼時に高砂人形と山車を造営したところ、藩主の目に

留まり、それ以後の祭礼には高砂人形を奉納することが恒例となり（No.1）、現在に至る。  
 

2. 小黒家の系譜・事績の一部が判明  
 『小黒家文書』の全体像が判明したことで、同家の系譜・事績や造営した建物を把握でき

た（表 2）。建物の抽出にあたっては、『小黒家文書』以外にも、関係する郷土資料を悉皆的

に調査した。  
初代は、12 歳のときに加賀国から越後国出雲崎に転居し、翌年に出雲崎大工棟梁分の小黒

甚五右衛門の弟子となり、その後に娘婿となり小黒姓を得た（No.1）。村松藩の政庁である

村松陣屋の造営（1644～1663）への参加を機に当城下へ移住し、代々も村松に居住した。小

黒家は初代以来、藩から地子米・諸役を免除され（No.7）、さらに一人扶持を下された（No.35）。
これは、村松陣屋の造営で功績を認められたためとみられる。ただし、小黒家は藩政機構に

位置付けられる普請方などに属する藩士ではなく、あくまで有力町人、町方大工として藩の

造営に従事した。屋号は、初期には出身地に由来する「加賀屋」を用いていたが（No.1）、
のちに高砂人形に由来する「高砂屋」を用いるようになったとみられる（No.86-3, 93）。  

歴代当主の中でも、特に四代と五代が造営した建物を多く確認でき、両名は藩からも優遇

された。四代は、藩祖を祀る住吉神社本殿を再建した功績により、藩主への御目見を許され、

五代は同社拝殿を再建した功績により、「脇立肝煎上座苗字帯刀御免」となった。さらに、五

代は藩が優遇する日枝神社を再建した功績により、二人扶持を下された。史料群には、老齢

で日枝神社の再建を指揮した五代を称賛し、作成された肖像画も残る（No.86-3）。  
七代は、五代のもとで日枝神社の造営に従事したほか、多くの町大工を率いて村松城の改

修に従事した。八代が造営した建物は確認できないものの、藩から苗字帯刀を許されたこと

に関する史料が残る（No.23-1～3）。しかし、七代が当主の時期に明治維新、廃藩置県とな

ったことで、藩の造営はなくなり、初代以来の地子米・諸役の免除も廃されることとなった。



 
 
3. 建物の軒まわり構法が判明  

五代を除く、歴代の小黒杢右衛門が造営した建物を悉皆的に調査した。抽出した建物につ

いて踏査を行い、存否を確認した。根拠資料を確認できなかったが、高橋恒夫によって小黒

杢右衛門が造営したとされる福厳寺本堂（新潟県五泉市）についても調査した（高橋 2010）。  
五代を除く、歴代の小黒杢右衛門が造営した建物として、②八幡宮本殿（新潟県指定有形

文化財、図 4）、⑭福昌寺本堂（図 5）、㉚本住寺本堂（図 6）、㉛東龍寺本堂（図 3）、㉜宗慶

寺本堂（図 7）、㊱長寿院法堂（図 8）、㊵浄覚寺鐘楼門（図 9）、㊹住吉神社本殿（五泉市指

定有形文化財、図 10）の 8 棟の現存を確認した。また、滅失した建物ではあるが、㉗清林寺

本堂について、「小黒杢右衛門旧記帳」（No.7）には「前通八間半、奥行七間半、出破風登り

青海」とあり、平面規模のほか、登り船枻造という軒まわり構法と屋根の形式の記録がある。

㉙賢聖寺本堂は往時の写真が残り、平船枻造であることが分かる。  

表 2 小黒家が造営した建物の一覧  



これらの建物の軒まわり構法を確認すると、㉛東龍寺本堂を除く仏堂（⑭・㉚・㉜・㊱・

㉗・㉙）は〈船枻造〉で、社殿（④・㊹）と門（㊵）は垂木造であり、五代で確認していた

傾向と合致することを確認した（表 3）。㉛東龍寺本堂は、「小黒杢右衛門旧記帳」（No.7）に

も「たる木作り」と記載がある。現存する〈船枻造〉の仏堂では、⑭福昌寺本堂・㉚本住寺

本堂・㉜宗慶寺本堂は平船枻造で、㊱長寿院法堂は登り船枻造であった。  

   

図 4 ②八幡宮本殿（垂木造）  図 5 ⑭福昌寺本堂（平船枻造）   図 6 ㉚本住寺本堂（平船枻造）  

   
図 7 ㉜宗慶寺本堂（平船枻造）  図 8 ㊱長寿院法堂（登り船枻造）  図 9 ㊵浄覚寺鐘楼門（垂木造）  

表 3 建物の軒まわり構法 
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建物類型  
〈船枻造〉  

垂木造  
平船枻造  登り船枻造  

仏堂  

⑭福昌寺本堂  

㉚本住寺本堂  

㉜宗慶寺本堂  

㉙賢聖寺本堂  

㊱長寿院法堂  

㉗清林寺本堂  
㉛東龍寺本堂  

社殿    
②八幡宮本殿  

㊹住吉神社本殿  

門    ㊵浄覚寺鐘楼門  図 10 ㊹住吉神社本殿（垂木造） 
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